




議　会　だ　よ　り （3） 第183号令和２年5月1日

東
金
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
っ
ち
ー

宮沢　敬人

佐久間　治行

中村　美恵 伊藤　博幸

◇不登校児童生徒対策について
◇地域振興について
◇体験型・着地型観光整備について
◇インバウンドについて

◇移住定住の取り組みについて　
◇企業誘致について　
◇創業・起業について　◇雇用の
　創出について　◇高齢者の家族支援について
◇児童虐待について　◇防災教育について

◇源小学校跡地活用について
◇消防防災について
◇農業施策について
◇地域包括ケアシステムの推進について
◇あんしん電話事業について

◇高齢者施策について　
◇市長の目指す千葉県子育て
　環境ナンバーワンについて　
◇感染症対策について
◇多文化共生について

一般質問・通告要旨
※正・副議長及び議会運営委員長は、申し合わせにより一般質問を差し控えることとなっています。

（通告順）

（新生みらい・関連質問）清宮　利男
◇（令和２年度予算について関連質問）
　①台風被害の来年度の予算と補正額について
　②農業の復旧・復興に向けての支援策について
◇（いじめ問題について関連質問）
　①きずなカードについて

相京　邦彦 石田　明
◇（農業施策について関連質問）　①農地の貸借の現状について
　②今後の基盤整備の方向性について　
◇（みのりの郷東金について関連質問）
　①みのりの郷東金の改善について　
◇（東千葉メディカルセンターについて関連質問）①３次救急医療の提供に係
　る千葉県の負担について　②メディカルセンターの経営状況の広報について

◇総合計画の策定について　
◇令和２年度予算について　
◇農業施策について　
◇みのりの郷東金について　
◇市道の適正な維持管理について　
◇東千葉メディカルセンターについて
◇看護師の確保について　
◇文化財の活用について　
◇登下校時の安全対策について　
◇いじめ問題について

（新生みらい・関連質問）
（新生みらい・代表質問） ◇（東千葉メディカルセンターについて関連質問）

　①アメニティ棟について　
　②各種委託業務について

（新生みらい・関連質問）

宍倉　敬文（新生みらい・関連質問）

水口　剛
（社会民主党・個人質問）
◇令和２年度東金市一般会計予
　算について
◇次期総合計画について
◇令和元年台風（15、19、21号）の被害に係わ
　る被災者支援の進捗状況について
◇地域医療について
◇東千葉メディカルセンターについて

布施　満明
（公明党・個人質問）
◇長期休暇中の預かり保育に
　ついて
◇踏み間違え安全装置の補助について　
◇消防団維持活動について　
◇都市計画について　
◇コメ農家の所得向上について

櫻田　あや子（日本共産党・個人質問）
◇介護保険制度について
◇就学援助制度について
◇教職員の「１年単位の変形労働時間制」について
◇乗合タクシーについて

佐竹　真知子（公明党・個人質問）前田　京子（日本共産党・個人質問）
◇国民健康保険制度について
◇東千葉メディカルセンターについて
◇市内公共交通について
◇太陽光発電について

◇防災施策について
◇多文化共生のまちづくりについて
◇東京２０２０大会について　◇風疹ワクチンについて
◇新型コロナウイルス感染症対策について　◇成人式について

◇（市道の適正な維持管理について関連質問）①市道の適正
　な管理について
◇（東千葉メディカルセンターについて関連質問）①患者サー 
    ビスの向上について　※欠席のため行われませんでした

（蒼政会・個人質問） （蒼政会・個人質問） （蒼政会・個人質問）

（蒼政会・個人質問）

新生みらいは代表質問及び関連質問、
その他は全て個人質問　（ ）内は会派名

常任委員会における主な審査の概要
総
務
常
任
委
員
会

 
総
務
常
任
委
員
会
は
３
月
13
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。委
員
会
で
は
５
議
案
が
審
査
さ

れ
、４
議
案
に
つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、第
４
号
議
案
は
否
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
号
議
案　

東
金
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
東
金
市
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　

本
市
の
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
高
い
水

準
と
な
っ
て
い
る
が
、そ
の
要
因
は
。

答　

本
市
は
5
0
0
人
程
度
の
職
員
数
で
あ

り
、各
年
の
職
員
の
退
職
や
採
用
に
よ
る
年
齢

階
層
の
変
化
が
、指
数
に
大
幅
な
影
響
を
与
え

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。ま
た
、指
数
の
算
出

の
際
、国
家
公
務
員
は
給
与
水
準
の
高
い
指
定

職
な
ど
が
除
か
れ
る
な
ど
、比
較
対
象
と
な
る

職
階
の
幅
の
違
い
も
影
響
し
て
い
る
。

第
9
号
議
案　

令
和
元
年
度
東
金
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
７
号
）に
つ
い
て

問　

道
路
新
設
改
良
工
事
に
つ
い
て
、国
の

交
付
金
が
減
額
さ
れ
て
い
る
状
況
で
は
あ

る
が
、現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
工
事
箇
所
は

通
学
路
と
し
て
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
部

分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、早
急
に
整
備
す
べ
き

も
の
と
考
え
る
が
、本
市
の
考
え
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

現
在
、本
事
業
に
つ
い
て
は
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
工
事
を
進

め
て
い
る
。本
市
の
財
政
状
況
か
ら
は
、こ

の
交
付
金
な
く
し
て
、道
路
の
改
良
、整
備

は
困
難
な
こ
と
か
ら
、今
後
も
要
望
を
継
続

し
て
行
い
、道
路
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
事
業
で

1
，1
7
9
万
２
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
、こ
の
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費
に
つ

い
て
は
、重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
負

担
の
軽
減
の
た
め
に
医
療
保
険
適
用
分
の

自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
り
、

近
年
、受
給
者
数
自
体
が
減
少
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。特
に
、65
歳
以
上
の
受
給
者
数
の

減
少
が
多
い
こ
と
が
、今
回
の
減
額
補
正

の
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
３
月
16
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。委
員
会
で
は
４
議
案
及

び
陳
情
１
件
が
審
査
さ
れ
、４
議
案
に
つ
い

て
は
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、陳
情
第

16
号
は
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

第
１０
号
議
案　

令
和
元
年
度
東
金
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ

い
て

問　

国
保
特
別
会
計
に
お
け
る
財
政
調
整
基

金
の
現
在
残
高
が
約
５
億
３
千
万
円
に
な
る

が
、ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

答　

昨
年
の
６
月
に
国
保
特
別
会
計
の
財
政

調
整
基
金
を
活
用
し
、今
後
５
年
間
税
率
を

維
持
す
る
こ
と
を
見
込
み
国
民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、今
後
は
こ

の
考
え
に
基
づ
き
活
用
し
て
い
く
。

第
１１
号
議
案　

令
和
元
年
度
東
金
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に

つ
い
て

問　

当
初
予
算
と
比
較
し
、後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
一
人
当
た
り
の
平
均
保
険
料
が
約
６
千

５
百
円
増
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

答　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
当
初
予
算
に

お
い
て
、後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
示
し
た

数
値
を
基
準
に
算
定
し
た
が
、所
得
の
増
加
に
よ

り
増
額
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

第
１２
号
議
案　

令
和
元
年
度
東
金
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ

い
て

問　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
業
務
の
内
容

と
委
託
先
、ま
た
、減
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

答　

本
事
業
は
超
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、地
域
に
不
足
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
把
握
や

関
係
者
間
の
情
報
共
有
、支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
な
ど
を
活
動
内

容
と
し
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設

置
し
、そ
の
対
応
に
あ
た
る
も
の
で
、委
託
先

は
東
金
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
あ
る
。減
額
の

要
因
は
、東
金
市
介
護
予
防
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
協
議
会
を
６
月
に
開
催
し
、業
務
内
容
を
関

係
者
に
説
明
し
た
上
で
８
月
１
日
か
ら
の
業

務
開
始
と
な
っ
た
た
め
、減
額
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

 

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
３
月
17
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。委
員
会
で
は
５
議
案
が
審

査
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案　

東
金
市
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
こ
の
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
基
金
に

積
み
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
森
林
環
境

譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
事

業
が
想
定
さ
れ
る
の
か
。

答　
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
と
し
て
、森

林
の
整
備
、人
材
育
成
や
担
い
手
の
確
保
並

び
に
公
共
施
設
等
へ
の
木
材
利
用
の
促
進
、

木
育
な
ど
木
材
利
用
等
の
普
及
啓
発
と
い
っ

た
事
業
へ
の
充
当
財
源
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

問　

昨
年
秋
の
台
風
で
は
相
当
数
の
倒
木

が
あ
り
、そ
の
処
理
に
多
く
の
山
林
な
ど
の

個
人
所
有
者
が
苦
労
さ
れ
、い
ま
だ
に
処
理

さ
れ
て
い
な
い
状
況
も
見
受
け
ら
れ
る
。森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
事
業
に
よ
り
、

市
道
や
家
屋
に
面
し
た
危
険
木
等
の
処
理

に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
森
林
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、道
路
や
家

屋
の
周
辺
な
ど
危
険
度
の
高
い
倒
木
箇
所
を

重
点
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
い
う
方
針

で
は
あ
る
が
、倒
木
し
た
木
の
管
理
は
第
一
に

所
有
者
の
責
任
と
な
り
、対
応
を
困
難
に
し

て
い
る
。倒
木
の
撤
去
に
つ
い
て
は
、県
単
森

林
整
備
事
業
や
溝
腐
れ
病
対
策
事
業
を
実
施

す
る
際
の
補
助
対
象
に
含
ま
れ
る
た
め
、こ

れ
ら
の
事
業
を
周
知
し
、危
険
箇
所
の
対
応

を
重
点
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

第
８
号
議
案　

東
金
市
営
住
宅
設
置
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問　
こ
の
条
例
改
正
に
よ
り
、市
営
住
宅
に
対
す

る
入
居
手
続
き
の
緩
和
と
し
て
こ
れ
ま
で
必
要

と
さ
れ
た
保
証
人
が
不
要
と
さ
れ
る
と
の
こ
と

だ
が
、大
口
の
滞
納
者
数
と
そ
の
対
応
状
況
は
。

答　

大
口
の
滞
納
と
し
て
捉
え
て
い
る
20

万
円
以
上
の
滞
納
者
は
平
成
30
年
度
末
時

点
で
６
名
い
る
。大
口
滞
納
者
へ
の
対
応
と

し
て
は
、粘
り
強
い
督
促
、催
告
、聞
き
取
り

等
を
行
い
、支
払
い
能
力
を
十
分
に
加
味
し
な

が
ら
、支
払
計
画
等
を
作
成
し
て
も
ら
う
な

ど
対
応
し
て
い
る
。今
年
度
に
入
っ
て
も
順
調

に
滞
納
解
消
へ
向
か
っ
て
い
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会



議　会　だ　よ　り （4）第183号 令和2年5月1日

市役所1階ロビーで本会議中継をご覧いただけます。
市本会議中継は市役所１階ロビーに設置されたテレビでもご覧いただけます。また、インターネット中継により、スマートフォンやタブレット端末でも視聴でき
ます。なお、過去の録画映像についても、東金市ホームページよりご覧いただけます。

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問

１１

令
和
元
年
の
台
風
に
よ
る

被
災
住
宅
へ
の
復
旧
支
援
の

現
状
に
つ
い
て

市
立
幼
稚
園
に
お
け
る

３
歳
児
の
預
か
り
保
育
の

実
施
に
つ
い
て

問　
令
和
２
年
度
事
業
で
は
、

み
の
り
の
郷
東
金
の
圃
場
区

画
の
見
直
し
に
よ
り
、新
規
に

普
通
車
54
台
分
の
駐
車
場
を

整
備
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

こ
の
事
業
の
投
資
効
果
は
。ま

た
、駐
車
場
の
増
設
以
外
に
も

収
益
増
加
策
を
検
討
し
て
い

る
の
か
。

答　
み
の
り
の
郷
東
金
に
お
け
る

駐
車
場
の
新
規
整
備
に
つ
い
て
は
、

総
事
業
費
を
約
１
，２
８
０
万
円
、

県
の
補
助
事
業
の
活
用
に
よ
り
、市

の
負
担
は
約
６
０
０
万
円
と
見
込

ん
で
い
る
。収
益
に
つ
い
て
は
、駐
車

場
の
新
設
に
よ
る
圃
場
の
一
部
減
少

に
伴
う
圃
場
の
年
会
費
、手
数
料
等

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、来
場

者
数
の
増
加
が
施
設
全
体
の
売
上

の
増
加
を
も
た
ら
す
と
見
込
み
、平

成
30
年
の
実
績
値
か
ら
の
試
算
で
は

年
間
で
差
引
き
２
０
０
万
円
以
上

の
増
収
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、新
た
な
来
場
者
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
事
業
展
開
の
検
討
と
し
て
、

現
在
食
事
で
き
る
施
設
は
リ
ス
ト

ラ
ン
テ
と
っ
チ
ー
ノ
に
限
ら
れ
て
い

る
が
、手
軽
に
軽
食
が
と
れ
る
フ
ァ

ス
ト
フ
ー
ド
等
の
店
舗
を
直
営
で

は
な
く
、出
店
希
望
者
に
場
所
を
貸

し
出
し
、そ
の
対
価
と
し
て
利
用
料

収
入
を
得
る
よ
う
な
方
策
も
有
効

で
は
な
い
か
と
検
討
し
て
い
る
。

教
育
行
政

み
の
り
の
郷
東
金
の

来
場
者
数
や
収
益
の

更
な
る
改
善
に
つ
い
て

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

施
設
の
計
画
的
な

維
持
管
理
に
つ
い
て

防
災
行
政

台
風
被
害
か
ら
の
農
業
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
て
の

支
援
策
に
つ
い
て

問　
昨
年
の
９
月
、10
月
の
台

風
に
よ
る
被
害
は
、農
林
水
産
業

で
は
過
去
最
大
級
と
の
こ
と
で

あ
り
、千
葉
県
で
は
被
災
農
業
者

に
対
し
、こ
れ
ま
で
以
上
に
手
厚

い
支
援
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

　
本
市
の
台
風
被
害
へ
の
対
応
経

費
は
、総
額
で
約
10
億
６
千
万
円

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、農
業
復
旧

・
復
興
に
向
け
て
の
被
災
農
業
者

へ
の
支
援
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
被
災
農
業
者
支
援
と
し
て

は
、農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
復
旧
等

支
援
と
し
て
、農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
処
理
に
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

30
ト
ン
分
、３
５
２
万
円
を
、農

業
用
ハ
ウ
ス
や
農
業
用
機
械
等
の

再
建
支
援
と
し
て
、２
０
７
名
、

５
７
５
件
分
、５
億
６
，５
０
０

万
円
を
予
算
計
上
し
、早
急
に
営

農
が
復
旧
で
き
る
よ
う
対
応
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　

な
お
、農
地
の
復
旧
１
ヵ
所
と

農
業
用
ハ
ウ
ス
や
農
業
用
機
械
等

の
再
建
支
援
に
係
る
費
用
は
、３

月
補
正
に
て
予
算
計
上
し
て
い
る

が
、国
の
補
助
採
択
、施
工
業
者
や

資
材
の
確
保
に
遅
れ
が
出
て
い
る

こ
と
等
に
よ
り
、年
度
内
の
予
算

執
行
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

予
算
を
繰
り
越
し
、令
和
２
年
度

に
完
了
す
る
も
の
で
あ
る
。

医
療
行
政

一
般
行
政

農
林
行
政

源
小
学
校
の
跡
地
活
用

に
つ
い
て

問　

少
子
・
高
齢
化
が
進
む

中
、源
小
学
校
に
つ
い
て
は
今

後
の
存
続
が
難
し
く
、日
吉
台

小
学
校
と
統
合
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、令
和
３
年
３
月
を
も

っ
て
廃
校
と
な
る
が
、市
と
し

て
の
小
学
校
跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
の
考
え
と
、廃
校
後

の
管
理
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
源
小
学
校
の
校
舎
、敷
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
な
る
が
、源

地
区
に
お
い
て
、検
討
組
織
を
つ

く
り
た
い
と
の
考
え
も
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

　

地
元
と
の
協
議
に
つ
い
て
は
、こ

の
よ
う
な
検
討
組
織
と
意
見
交

換
を
し
つ
つ
、利
活
用
の
方
法
を

探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、令
和
３
年
４
月
か
ら
の

廃
校
後
の
具
体
的
な
管
理
の
方

法
に
つ
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
検
討

と
な
る
が
、そ
の
時
点
で
利
活
用

が
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、市

の
所
有
す
る
物
件
で
あ
る
の
で
、

市
と
し
て
し
っ
か
り
と
管
理
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

土肥紀英

問　
在
宅
で
高
齢
者
を
介
護

す
る
家
族
支
援
の
取
り
組
み

と
し
て
、平
成
29
年
度
よ
り
家

族
介
護
教
室
が
開
催
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、こ
の

教
室
の
内
容
、参
加
者
等
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
家
族
介
護
教
室
は
、在
宅
で

高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
等
へ
の

支
援
と
し
て
、介
護
や
介
護
予
防

に
必
要
な
知
識
や
技
術
、外
部
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
等
を
学
ぶ
機

会
と
し
て
、東
金
商
工
会
議
所
の

福
祉
の
ま
ち
推
進
委
員
会
が
主
催

と
な
り
、平
成
29
年
度
よ
り
開
催

さ
れ
て
い
る
。な
お
、市
は
、後
援
と

い
う
形
で
支
援
し
て
い
る
。

　

こ
の
教
室
は
、医
療
や
介
護
の
専

門
職
や
市
職
員
が
講
師
と
な
り
、介

護
保
険
制
度
、社
会
福
祉
協
議
会
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、管
理
栄
養
士
に
よ

る
講
座
、介
護
技
術
に
つ
い
て
な
ど
、

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
、年
５
回
開
催

さ
れ
て
い
る
。参
加
者
は
、介
護
を

す
る
家
族
、自
分
事
と
し
て
元
気
な

う
ち
か
ら
学
び
た
い
と
い
う
方
、介

護
職
の
方
な
ど
で
あ
る
。

　

今
後
と
も
、介
護
が
必
要
な

方
が
安
心
し
て
在
宅
生
活
を

継
続
し
、家
族
の
介
護
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
家
族
介
護
教
室

等
の
介
護
者
支
援
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
。

家
族
介
護
教
室
の

実
施
状
況
に
つ
い
て

新生みらい

福
祉
行
政

新生みらい
石田　明

問　

現
在
本
市
で
は
、財
政

健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
き
て
い
る
が
、依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

 

し
か
し
、そ
の
よ
う
な
状
況

で
も
、未
来
へ
の
投
資
は
必
要

不
可
欠
な
も
の
と
考
え
る
が
、

令
和
２
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、ど
の
よ
う
な
事
業
が
こ
れ

に
該
当
す
る
の
か
伺
う
。

答　
令
和
２
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、引
き
続
き
財
政
健
全
化
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
つ
つ
、未
来
へ
の
投

資
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が

ら
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

具
体
的
に
は
、子
育
て
ア
プ
リ
や
校

務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
子

育
て・
教
育
環
境
の
整
備
、ま
た
、河

川
改
修
や
道
路
改
良
な
ど
イ
ン
フ

ラ
の
保
全
、更
に
は
、み
の
り
の
郷

東
金
の
駐
車
場
拡
張
工
事
な
ど
産

業
振
興
に
取
り
組
む
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

 

ま
た
、企
業
誘
致
の
奨
励
金
の
拡

充
な
ど
、ま
ち
づ
く
り
の
好
循
環
に

資
す
る
事
業
の
制
度
設
計
に
向
け

た
取
り
組
み
も
進
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、次
期
総
合
計
画
の
策

定
に
加
え
、都
市
の
将
来
像
を
明

示
し
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
な
ど
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
一
般
的
に
各
種
施
設
に
つ

い
て
は
、計
画
的
な
維
持
管
理

が
な
さ
れ
て
こ
そ
、施
設
の
更

新
等
に
要
す
る
費
用
の
集
中

の
抑
制
が
図
ら
れ
る
と
考
え

る
が
、東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
で
は
、修
繕
や
改
修
等

の
施
設
保
全
の
取
り
組
み
や
、

施
設
整
備
等
に
関
わ
る
計
画

は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て

い
る
の
か
。

答　

東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
の
施
設
の
修
繕
等
に
つ
い
て
は
、

施
設
管
理
等
に
係
る
業
務
委
託

を
通
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
施
設
整
備
や
医

療
機
器
の
更
新
等
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
内
容
が
具
体
的
に
定
ま
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、現
行
の

中
期
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、平

成
30
年
以
降
の
10
年
間
の
計
画
の

中
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

　

し
か
し
、現
状
の
経
営
状
況
に

お
い
て
修
繕
等
に
係
る
引
当
金
や

施
設
整
備
等
に
係
る
積
立
金
等

の
対
応
が
で
き
て
い
な
い
。こ
の
た

め
、大
規
模
な
施
設
整
備
等
の
財

源
に
つ
い
て
は
、現
行
計
画
で
は
、

設
立
団
体
が
病
院
事
業
債
を
発

行
し
、法
人
に
貸
し
付
け
る
形
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

問　
昨
年
の
一
連
の
台
風
に
よ
る

住
宅
被
害
に
係
る
本
市
の
被
災
者

支
援
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
罹
災
証
明
の
被
害
程
度
が
全

壊
、大
規
模
半
壊
、半
壊
の
被
害
を

受
け
た
方
は
、「
災
害
救
助
法
に
基

づ
く
賃
貸
型
応
急
仮
設
住
宅
制
度
」

か「
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
応
急
修

理
制
度
」の
対
象
と
な
り
、こ
れ
ら
の

制
度
の
対
象
と
な
る
15
世
帯
の
う

ち
６
世
帯
は
被
災
住
宅
の
解
体
等

に
よ
り
、い
ず
れ
の
制
度
も
利
用
し

な
い
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
災
害
救
助
法
に
基
づ
く

応
急
修
理
に
係
る
支
援
策
の
対
象

拡
大
制
度
」に
つ
い
て
は
対
象
世
帯

が
26
世
帯
で
あ
り
、そ
の
う
ち
22
世

帯
が
本
制
度
を
利
用
、１
世
帯
が
検

討
中
、１
世
帯
が
制
度
の
説
明
中
で

あ
り
、２
世
帯
が
本
制
度
を
利
用
し

な
い
と
い
っ
た
状
況
で
あ
る
。

　

次
に
、「
被
災
住
宅
修
繕
緊
急
支

援
事
業
補
助
金
」に
つ
い
て
は
、３
月

２
日
現
在
、56
世
帯
を
受
け
付
け
し
、

支
給
額
の
決
定
に
至
っ
た
案
件
は
45

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、対
象
世

帯
と
し
て
今
年
度
で
１
５
０
世
帯
、

来
年
度
で
２
５
０
世
帯
の
合
計
４
０

０
世
帯
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

最
後
に
、「
被
災
者
住
宅
再
建
資

金
利
子
補
給
補
助
金
」に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
２
名
の
方
か
ら
相
談
を

受
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問　
子
育
て
支
援
の
充
実
や
そ

れ
に
向
け
た
環
境
整
備
に
つ
い

て
は
、市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等

を
見
て
も
ニ
ー
ズ
の
高
さ
は
明

確
で
あ
る
。高
ま
る
保
育
ニ
ー
ズ

に
対
し
、本
市
で
は
公
立
幼
稚
園

の
教
育
時
間
は
午
後
２
時
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、３
歳
児
を
対

象
と
す
る
預
か
り
保
育
の
実
施

を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。答　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、教

育
の
入
口
で
あ
る
幼
児
教
育
の
重

要
性
に
つ
い
て
は
強
く
認
識
し
て

い
る
。市
で
は
今
年
度
か
ら
４
・
５

歳
児
に
つ
い
て
、16
時
30
分
ま
で

の
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
る

が
、３
歳
児
は
、体
力
面
の
ほ
か
、

入
園
後
、保
護
者
や
慣
れ
親
し
ん

だ
家
庭
か
ら
離
れ
、様
々
な
不
安

や
緊
張
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

家
庭
で
の
健
や
か
な
成
長
を
お
願

い
し
て
お
り
、預
か
り
保
育
を
実

施
し
て
い
な
い
。３
歳
児
に
つ
い
て

は
、心
身
の
発
達
面
に
お
け
る
個

人
差
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な

対
応
が
必
要
で
あ
り
、現
状
の
人

員
体
制
で
の
実
施
は
困
難
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。な
お
、多
様
な
保

護
者
の
要
望
に
応
え
選
択
肢
を
拡

大
す
る
た
め
、本
市
で
は
幼
保
一
体

と
な
る
認
定
こ
ど
も
園
化
を
現
在

進
め
て
い
る
。

相京邦彦
新生みらい

新生みらい
清宮利男

蒼政会
中村美恵

蒼政会
伊藤博幸

一
般
行
政

水口　剛
社会民主党

蒼政会
宮沢敬人

一
般
行
政

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に

お
け
る
基
本
的
姿
勢

に
つ
い
て






